
所
謂
「
地
蔵
専
修
」

に
つ
い
て

圭
目

、
ソ
ー

水
　
邦
　
彦

序

　
家
永
三
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
平
安
時
代
の
地
蔵
信
仰
に
お
い
て
純
一
専
修

の
信
仰
が
あ
る
と
さ
れ
、
家
永
氏
は
こ
の
地
蔵
信
仰
に
お
け
る
純
一
専
修

の
信
仰
は
鎌
倉
新
仏
教
の
「
専
修
信
仰
」
に
相
い
通
ず
る
と
し
て
い
る
。

　
（
家
永
「
親
鷲
の
宗
教
の
成
立
に
関
す
る
思
想
的
考
察
」
『
中
世
仏
教
思

想
史
研
究
』
　
法
蔵
館
　
昭
和
二
十
二
年
）
又
、
井
上
光
貞
氏
も
、
家
永

・
氏
の
見
解
を
引
き
継
ぐ
形
で
、
平
安
時
代
の
地
蔵
に
対
す
る
「
絶
対
帰
依
」

は
法
然
・
親
鷲
の
絶
対
帰
依
に
き
わ
め
て
近
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
い

＾
1
）る

。
一
井
上
『
日
本
浄
土
教
成
立
史
の
研
究
』
　
山
川
出
版
社
　
昭
和
五

十
年
一
確
か
に
平
安
時
代
の
地
蔵
説
話
集
一
「
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
」
・
「
今

昔
物
語
集
」
巻
十
七
一
を
み
る
と
、
「
専
ら
一
偏
に
・
一
向
に
）
地
蔵
を

念
ず
る
」
と
い
っ
た
表
現
が
頻
出
し
、
外
見
上
、
法
然
浄
土
教
の
阿
弥
陀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

専
修
と
共
通
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
地
蔵
専
修
」
は
思
想
の
内
面

に
お
い
て
法
然
浄
土
教
と
共
通
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
論
は
家
永
氏
・

井
上
氏
の
依
拠
し
た
史
料
を
吟
味
し
つ
つ
、
平
安
時
代
の
地
蔵
信
仰
を
思

想
史
的
に
考
え
た
い
。

平
安
時
代
の
地
蔵
説
話
集

　
平
安
時
代
の
地
蔵
信
仰
を
分
析
す
る
史
料
と
し
て
、
家
永
氏
は
地
蔵
菩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
3
一

薩
霊
験
記
一
約
一
〇
五
〇
年
頃
成
立
）
、
井
上
氏
は
今
昔
物
語
集
巻
十
七
一
十

二
世
紀
前
半
頃
成
立
）
、
と
地
蔵
説
話
集
を
そ
れ
ぞ
れ
使
用
し
て
い
る
。

　
こ
の
二
書
の
関
係
は
従
来
、
続
群
書
類
従
に
収
め
ら
れ
た
霊
験
記
を
基

に
し
て
今
昔
巻
十
七
の
地
蔵
説
話
が
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
続
群
書
類
従
に
収
め
ら
れ
た
現
存
本
霊
験
記
は

後
世
の
改
編
を
大
い
に
受
け
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
論
拠
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
4
）

真
鍋
広
済
氏
は
①
巻
中
第
十
四
話
に
曽
我
兄
弟
の
話
が
あ
る
、
②
文
法
的

に
室
町
時
代
の
用
法
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る
、
③
現
存
本
が
三
巻
本
一
但

79



し
、
下
巻
は
欠
）
で
あ
る
に
対
し
、
室
町
時
代
の
史
料
に
は
霊
験
記
は
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
一

巻
本
と
記
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
三
点
を
挙
げ
て
い
る
。
だ
か
ら
と
い
っ

て
霊
験
記
の
真
の
成
立
の
室
町
時
代
で
、
平
安
時
代
に
成
立
し
た
と
す
る

の
は
仮
託
に
過
ぎ
な
い
、
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
鎌
倉
時

代
の
覚
禅
妙
に
「
地
蔵
験
記
云
」
と
し
て
、
現
存
本
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
6
）

文
を
引
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
現
在
、
多
く
の
研
究
者
が
霊
験

記
の
原
形
は
平
安
時
代
に
成
立
し
、
今
昔
巻
十
七
の
出
典
と
な
っ
た
も
の

の
、
現
存
本
は
後
世
の
改
編
を
大
い
に
受
け
て
い
る
、
と
し
て
い
る
。

　
と
は
い
っ
て
も
現
存
本
霊
験
記
に
も
平
安
時
代
の
要
素
が
な
い
と
は
言

い
切
れ
な
い
。
真
野
俊
和
氏
は
「
現
存
本
『
霊
験
記
』
が
、
そ
の
内
容
の

こ
と
ご
と
く
に
い
た
る
ま
で
中
世
的
色
彩
を
濃
厚
に
も
つ
と
す
る
の
が
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
7
）

ら
か
に
言
い
す
ぎ
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
」
と
し
た
上
で
、

「
『
今
昔
』
地
蔵
説
話
や
現
存
本
『
霊
験
記
』
所
収
の
説
話
の
内
容
を
つ

ぶ
さ
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
古
代
か
ら
中
世
へ
と
う
つ
り
か
わ
る
時

代
的
様
相
の
な
か
で
、
地
蔵
信
仰
史
の
一
つ
の
様
式
の
生
成
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
予
想
に
つ
な
が
る
の
で
あ

　
一
8
一

る
。
」
と
現
存
本
霊
験
記
を
積
極
的
に
評
価
し
て
い
る
。

　
従
っ
て
本
論
文
で
は
、
平
安
時
代
の
「
地
蔵
専
修
」
を
考
え
る
に
あ
た
っ

て
、
ま
ず
今
昔
巻
十
七
を
分
析
し
、
っ
ぎ
に
史
料
の
問
題
に
留
意
し
っ
っ

現
存
本
霊
験
記
を
分
析
し
た
い
。

二
　
今
昔
巻
十
七
に
お
け
る

「
地
蔵
専
修
」

（
－
）
仏
法
へ
の
媒
介
者
と
し
て
の
地
蔵
菩
薩

　
今
昔
巻
十
七
に
お
い
て
、
「
地
蔵
を
専
ら
に
（
偏
に
・
一
向
に
）
念
ず
る
」

と
い
っ
た
表
現
が
出
て
く
る
話
は
、
十
話
あ
る
。
（
第
一
・
四
・
七
・
八
・

十
六
・
二
十
一
・
二
十
四
・
二
十
五
・
二
十
九
・
三
十
話
）

　
ま
ず
井
上
氏
が
引
用
し
て
い
る
第
七
話
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
話
の
筋

は
「
地
蔵
聖
蔵
明
は
、
夢
に
播
磨
の
勝
地
を
教
え
ら
れ
、
且
つ
宝
珠
を
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
9
一

て
、
霊
験
殊
勝
の
清
水
寺
を
開
い
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
井
上
氏
は

「
只
、
地
蔵
ノ
名
号
ヲ
念
ジ
テ
、
更
二
他
ノ
所
作
元
シ
」
と
い
う
記
述
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
0
）

ら
第
七
話
を
地
蔵
専
修
の
話
と
し
た
。
が
、
こ
の
話
で
注
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
点
は
、
こ
の
話
の
地
蔵
の
救
済
が
基
本
的
に
は
現
世
的
な
利
益

で
あ
る
点
で
あ
る
。

　
　
然
レ
バ
、
弥
ヨ
心
ヲ
士
放
シ
テ
、
地
蔵
菩
薩
ヲ
念
ジ
奉
ル
ニ
、
国
ノ
諸

　
　
ノ
人
、
皆
、
自
然
ラ
、
此
レ
ヲ
知
テ
、
蔵
明
ヲ
帰
依
ス
ル
ニ
、
弟
子
・

　
　
春
属
出
来
リ
、
房
ノ
中
豊
二
成
ヌ
。
一
中
略
一
然
レ
バ
、
出
来
ル
所

　
　
ノ
信
施
ノ
物
、
山
・
岳
二
満
テ
置
ク
所
元
シ
。
蔵
明
、
本
ヨ
リ
、
施

　
　
ノ
心
深
ク
シ
テ
、
人
ノ
乞
フ
ニ
随
テ
物
ヲ
施
シ
ケ
リ
。
此
レ
偏
二
、

　
　
地
蔵
菩
薩
ノ
利
生
方
便
ノ
故
也
。
然
レ
バ
、
人
専
二
地
蔵
二
仕
マ
ツ

　
　
ル
ベ
シ
。
一
古
典
文
学
大
系
本
に
よ
る
。
以
下
同
じ
一

無
論
、
地
蔵
菩
薩
に
よ
り
、
人
々
が
蔵
明
に
帰
依
す
る
よ
う
に
な
っ
た
点

も
重
要
な
点
で
あ
る
が
、
こ
の
話
の
地
蔵
菩
薩
の
功
徳
は
、
何
か
物
が
も

ら
え
、
豊
か
に
な
る
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
同
様
の
こ
と
は
、
第
四
話
に
も
言
え
る
。
こ
の
話
に
お
い
て
主
人
公
の

郎
等
は
、
「
偏
二
地
蔵
菩
薩
ヲ
念
ジ
奉
ツ
リ
」
、
そ
の
結
果
、
命
が
助
か
る

が
、
話
は
そ
こ
で
終
わ
っ
て
お
り
、
主
人
公
は
地
蔵
菩
薩
に
よ
り
、
命
が

助
か
っ
た
こ
と
を
感
謝
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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地
蔵
ノ
御
助
二
依
テ
、
命
ヲ
生
ヌ
ル
事
ヲ
喜
テ
、
弥
ヨ
心
ヲ
叢
シ
テ

　
　
地
蔵
二
仕
ケ
リ
ト
ナ
ム
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。

　
つ
ま
り
、
以
上
の
第
四
・
七
話
に
お
い
て
、
地
蔵
は
基
本
的
に
は
現
世

的
な
利
益
を
与
え
る
存
在
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
1
）

　
し
か
し
、
今
昔
物
語
集
は
あ
く
ま
で
仏
教
説
話
で
あ
る
以
上
、
第
四
・

七
話
の
地
蔵
菩
薩
の
現
世
的
な
利
益
は
人
々
を
仏
法
帰
依
へ
導
く
方
便
で

あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
以
下
の
第
二
十
一
・
二

十
四
・
二
十
五
話
に
お
い
て
主
人
公
は
地
獄
か
ら
の
救
済
・
延
命
と
い
う

現
世
利
益
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仏
法
に
帰
依
す
る
よ
う
に
な
る
か

ら
で
あ
る
。

　
例
え
ば
第
二
十
一
話
を
考
え
た
い
。
主
人
公
は
地
獄
に
堕
ち
た
際
、
地

蔵
に
地
蔵
専
修
を
約
束
し
た
た
め
、
現
世
へ
と
蘇
り
、
仏
法
に
帰
依
す
る

よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
今
ハ
昔
、
但
馬
前
司
一
欠
字
一
国
挙
ト
云
フ
人
有
ケ
リ
。
年
来
、
公

　
　
ケ
ニ
仕
へ
私
ヲ
顧
テ
有
ル
問
、
身
二
病
ヲ
受
テ
俄
二
死
ヌ
。
一
中
略
一

　
　
（
補
－
国
挙
日
く
）
「
我
、
本
ノ
国
二
返
リ
タ
ラ
バ
、
財
ヲ
棄
テ
、

　
　
三
宝
二
奉
仕
シ
、
偏
二
地
蔵
菩
薩
ヲ
帰
依
シ
奉
ラ
ム
」
ト
。
（
中
略
）

　
　
半
日
ヲ
経
テ
活
ヌ
。
其
ノ
後
、
国
挙
、
此
ノ
事
ヲ
人
二
語
ラ
ズ
シ
テ
、

　
　
忽
二
髭
髪
ヲ
剃
テ
、
出
家
入
道
シ
ツ
。
即
チ
、
大
仏
師
定
朝
ヲ
語
テ
、

　
　
等
身
ノ
皆
金
色
ノ
地
蔵
菩
薩
ノ
像
ヲ
一
身
造
リ
奉
リ
、
色
紙
ノ
法
花

　
　
経
一
部
ヲ
書
写
シ
テ
、
六
波
羅
蜜
寺
ニ
シ
テ
、
大
キ
ニ
法
会
ヲ
行
テ
、

　
　
供
養
シ
奉
リ
ツ
。

主
人
公
は
地
獄
か
ら
の
救
済
・
延
命
と
い
う
現
世
利
益
を
受
け
る
故
、
仏

法
に
帰
依
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
第
二
十
四
・
二
十
五
話
を
考
え
た
い
。
こ
の
二
つ
の
話
に
お
い
て

主
人
公
は
地
獄
か
ら
の
救
済
の
後
、
現
世
に
戻
り
、
地
蔵
を
専
ら
に
供
養

す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
此
ノ
郎
等
ノ
身
二
病
ヲ
受
テ
日
来
悩
ミ
煩
テ
、
遂
二
死
シ
ヌ
。
（
中
略
）

　
　
一
補
－
地
蔵
日
く
）
「
今
、
汝
ヲ
助
ケ
ム
」
ト
宣
テ
、
返
シ
遣
ス
ト

　
　
思
フ
程
二
、
活
ヌ
。
其
ノ
後
、
男
、
傍
ナ
ル
妻
子
二
語
テ
、
泣
キ
悲

　
　
シ
ム
事
限
リ
ナ
シ
。
其
ヨ
リ
、
此
ノ
男
、
忽
二
道
心
ヲ
士
放
シ
テ
、
永

　
　
ク
殺
生
ヲ
断
テ
、
偏
二
地
蔵
菩
薩
ヲ
日
夜
二
念
ジ
奉
テ
、
怠
ル
事
元

　
　
シ
。
一
第
二
十
四
話
一

　
　
此
ノ
専
当
ノ
法
師
、
俄
二
身
二
病
ヲ
受
テ
死
ヌ
。
妻
子
泣
キ
悲
ム
ト

云
ヘ
ド
モ
、
甲
斐
元
ク
シ
テ
、
棺
二
入
レ
テ
傍
ラ
ニ
置
テ
、
棄
ズ
シ

テ
朝
暮
二
見
ル
間
、
六
日
ト
云
フ
未
ノ
時
許
二
、
俄
カ
ニ
此
ノ
棺
動

ク
。
妻
、
恐
レ
乍
ラ
、
惟
テ
寄
テ
開
キ
見
レ
バ
、
死
シ
人
既
二
活
タ

リ
。
喜
テ
、
水
以
テ
ロ
ニ
入
ル
。
漸
ク
程
ヲ
経
テ
、
死
シ
人
起
キ
居

テ
妻
子
二
語
テ
云
ク
、
「
一
中
略
）
一
人
ノ
小
サ
キ
僧
出
来
レ
リ
。
形

チ
端
厳
也
。
此
ノ
、
我
ヲ
捕
ヘ
タ
ル
鬼
共
二
宣
ハ
ク
、
『
汝
ヂ
鬼
共
、

此
ノ
法
師
ヲ
免
セ
。
我
レ
ハ
此
、
地
蔵
菩
薩
也
』
ト
。
一
中
略
一
一
補

－
地
蔵
日
く
一
『
汝
ヂ
、
其
ノ
仏
師
共
ヲ
養
テ
、
我
ガ
像
ヲ
造
ラ
シ

メ
タ
リ
。
汝
ヂ
、
必
ズ
、
探
色
シ
テ
供
養
ス
ベ
シ
。
彼
ノ
檀
越
ハ
更

二
造
リ
遂
ル
事
有
ジ
。
努
ミ
、
汝
ヂ
、
此
レ
ヲ
遂
グ
ベ
シ
』
ト
宣
テ
、

遺
ヲ
教
ヘ
テ
返
シ
遣
ス
ト
思
フ
程
二
、
活
レ
リ
」
ト
語
ル
。
妻
子
、

此
レ
ヲ
聞
テ
涙
ヲ
流
シ
テ
悲
ビ
貴
ブ
事
限
リ
ナ
シ
。
其
ノ
後
、
小
シ

キ
ノ
財
ヲ
投
テ
、
其
ノ
地
蔵
菩
薩
ノ
僧
一
補
－
像
か
）
ヲ
探
色
シ
奉

テ
、
供
養
シ
奉
リ
テ
ケ
リ
。
其
ノ
地
蔵
菩
薩
、
彼
ノ
国
隆
寺
二
安
置
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一
1
－

　
　
シ
テ
、
今
二
在
ス
ト
。
此
レ
ヲ
思
フ
ニ
、
地
蔵
菩
薩
ノ
誓
ヒ
、
他
二

　
　
勝
レ
給
ヘ
リ
。
心
有
ラ
ム
人
ハ
専
二
念
ジ
奉
ル
ベ
シ
ト
ナ
ム
伝
ヘ
タ

　
　
ル
ト
ヤ
。
一
第
二
十
五
話
一

第
二
十
四
二
一
十
五
話
に
お
い
て
主
人
公
は
一
旦
地
獄
に
堕
ち
、
現
世
へ

の
救
済
・
延
命
と
い
う
現
世
利
益
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
仏
法
に
帰
依

し
、
地
蔵
を
専
ら
に
供
養
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
逆
に
言
う
と
、

第
二
十
四
・
二
十
五
話
に
お
い
て
専
ら
に
念
ぜ
ら
れ
る
地
蔵
菩
薩
は
地
獄

か
ら
の
救
済
・
延
命
と
い
っ
た
現
世
利
益
を
衆
生
に
与
え
、
仏
法
帰
依
へ

と
導
く
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
第
二
十
一
・
二
十
四
・
二
十
五
話
の
地
蔵
菩
薩
が
現
世
利
益
を

衆
生
に
与
え
、
仏
法
帰
依
へ
と
導
く
存
在
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
第

四
・
七
話
に
お
い
て
地
蔵
菩
薩
が
現
世
利
益
を
施
し
て
い
る
こ
と
も
、
仏

法
帰
依
へ
の
方
便
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
以
上
の
話
と
若
干
趣
を
異
に
す
る
の
は
、
第
八
話
で
あ
る
。
第
八
話
に

お
い
て
、
い
ま
ま
で
の
話
の
よ
う
な
地
蔵
菩
薩
の
現
世
利
益
に
つ
い
て
の

言
及
は
な
い
。
第
八
話
は
「
専
ら
に
地
蔵
を
念
ず
る
」
僧
の
行
状
に
よ
っ

て
、
人
々
が
仏
法
に
帰
依
す
る
よ
う
に
な
っ
た
話
で
あ
る
。

　
　
此
ノ
沙
弥
、
幼
ノ
時
ヨ
リ
専
二
地
蔵
菩
薩
ヲ
念
ジ
奉
テ
、
起
チ
居
二

　
　
就
テ
モ
常
二
心
ヲ
係
テ
、
怠
ル
事
元
シ
。
一
中
略
）
凡
ソ
、
此
ノ
沙

　
　
弥
ノ
所
行
甚
ダ
奇
特
也
。
門
ミ
戸
ミ
ニ
行
テ
、
自
ラ
錫
杖
ヲ
振
テ
、

　
　
地
蔵
ノ
名
ヲ
唱
ヘ
テ
人
二
聞
カ
シ
ム
。
日
ミ
夜
ミ
ニ
行
テ
、
ロ
ニ
宝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
m
〕

　
　
螺
ヲ
吹
テ
、
地
蔵
ノ
悲
願
ヲ
讃
ム
。
此
二
依
テ
、
心
叢
ス
人
、
世
二

　
　
多
カ
リ
。
殺
生
・
放
逸
ヲ
業
ト
為
ス
人
也
ト
云
ヘ
ド
モ
、
此
ノ
沙
弥

　
　
ヲ
見
テ
ハ
、
即
チ
悪
シ
キ
心
ヲ
止
メ
テ
、
忽
二
善
キ
心
ヲ
士
放
ス
。

　
以
上
、
「
地
蔵
を
専
ら
に
念
ず
る
」
と
い
っ
た
記
述
の
あ
る
第
四
・
七
・

八
・
二
十
丁
二
十
四
・
二
十
五
話
の
地
蔵
菩
薩
を
み
て
き
た
。
そ
の
結

果
、
こ
れ
ら
の
話
の
地
蔵
菩
薩
の
功
徳
の
主
眼
は
仏
法
帰
依
へ
の
引
導
で

あ
り
、
そ
の
方
便
と
し
て
地
獄
か
ら
の
救
済
・
延
命
と
い
っ
た
現
世
利
益

を
施
す
存
在
で
あ
り
、
言
い
換
え
れ
ば
地
蔵
菩
薩
は
仏
法
へ
の
媒
介
者
で

あ
っ
た
、
と
言
え
よ
う
。

（
二
）
酉
方
浄
土
へ
の
媒
介
者
と
し
て
の
地
蔵
菩
薩

　
以
上
の
話
と
類
型
を
異
に
す
る
の
が
、
第
一
・
十
六
・
二
十
九
・
三
十

話
．
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
十
六
話
の
主
人
公
蔵
海
は
「
ロ
ニ
ハ
専
二
地
蔵

ノ
名
号
ヲ
唱
ヘ
テ
、
断
ツ
事
元
シ
」
と
専
ら
に
地
蔵
へ
の
行
を
修
め
て
い

た
が
、
そ
の
結
果
、
「
西
二
向
テ
端
坐
シ
テ
、
掌
ヲ
合
セ
テ
入
滅
シ
ヌ
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
H
一

と
阿
弥
陀
仏
の
い
る
西
方
浄
土
へ
の
往
生
を
願
う
の
で
あ
る
。
同
様
の
こ

と
が
、
第
二
十
九
・
三
十
話
に
も
そ
れ
ぞ
れ
言
え
る
。

　
第
二
十
九
話
は
、
主
人
公
は
一
旦
地
獄
に
堕
ち
る
が
、
地
獄
に
お
い
て
、

地
蔵
菩
薩
の
救
済
に
あ
い
、
地
蔵
菩
薩
に
よ
り
、
仏
法
へ
の
帰
依
、
と
り

わ
け
、
西
方
浄
土
往
生
を
示
さ
れ
る
、
と
い
う
話
で
あ
る
。

　
　
此
ノ
女
、
身
二
病
ヲ
受
テ
、
日
来
悩
ミ
煩
テ
遂
二
死
ヌ
。
冥
途
二
行

　
　
テ
、
閻
魔
魔
二
至
ル
。
（
中
略
）
其
ノ
庭
ノ
人
、
皆
、
此
ノ
小
サ
キ

　
　
僧
ヲ
見
テ
、
「
地
蔵
菩
薩
来
リ
給
ヘ
リ
」
ト
云
フ
。
此
ノ
女
人
、
此

　
　
レ
ヲ
聞
テ
、
掌
ヲ
合
テ
小
サ
キ
僧
二
向
テ
、
地
二
脆
テ
泣
ク
泣
ク
申

　
　
シ
テ
云
ク
、
「
南
元
帰
命
頂
礼
地
蔵
菩
薩
」
ト
両
三
度
。
其
ノ
時
二
、

　
　
小
サ
キ
僧
、
女
人
二
告
ゲ
テ
宣
ハ
ク
、
「
一
中
略
）
我
レ
ハ
此
レ
、
三

　
　
途
ノ
苦
難
救
フ
地
蔵
菩
薩
也
。
我
レ
、
汝
ヲ
見
ル
ニ
、
既
二
大
キ
ナ
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ル
善
根
ノ
人
也
。
然
レ
バ
、
我
レ
、
汝
ヲ
救
ハ
ム
ト
思
フ
、
何
二
L

　
　
ト
。
女
人
申
テ
云
ク
、
「
願
ク
ハ
、
大
悲
者
、
我
ガ
今
度
ノ
命
ヲ
助

　
　
ケ
給
へ
」
ト
。
（
中
略
）
亦
、
（
補
－
小
サ
キ
僧
）
宣
ハ
ク
、
「
汝
ヂ
、

　
　
極
楽
二
往
生
ス
ベ
キ
縁
有
リ
。
今
、
其
ノ
要
句
ヲ
教
ヘ
ム
。
努
ミ
忘

　
　
レ
ザ
レ
」
ト
テ
、
極
楽
ノ
道
ノ
シ
ル
ベ
ハ
、
我
ガ
身
ナ
ル
心
ヒ
ト
ツ

　
　
ガ
ナ
ホ
キ
ナ
リ
ト
。
カ
ク
ノ
如
ク
聞
ク
ト
思
フ
程
二
、
活
レ
リ
。
其

　
　
ノ
後
、
一
人
ノ
僧
ヲ
請
ジ
テ
、
出
家
シ
ツ
。
名
ヲ
バ
如
蔵
ト
云
フ
、

　
　
心
ヲ
一
ニ
シ
テ
地
蔵
菩
薩
ヲ
念
ジ
奉
ル
。
一
中
略
）
年
八
十
二
余
リ
、

　
　
心
違
ハ
ズ
シ
テ
端
坐
シ
テ
、
ロ
ニ
念
仏
ヲ
唱
へ
、
心
二
地
蔵
ヲ
念
ジ

　
　
テ
入
滅
シ
ニ
ケ
リ
。

第
三
十
話
は
僧
蔵
縁
が
地
蔵
菩
薩
を
供
養
す
る
こ
と
に
よ
り
、
西
方
浄
土

に
往
生
し
た
話
で
あ
る
。

　
　
今
ハ
昔
、
下
野
国
二
薬
師
寺
ト
云
フ
寺
有
リ
。
公
ケ
、
其
ノ
寺
二
戒

　
　
壇
ヲ
始
メ
置
レ
テ
、
止
ム
事
元
キ
寺
也
。
而
ル
ニ
、
其
ノ
寺
二
一
人

　
　
ノ
堂
童
子
ノ
僧
有
リ
、
名
ヲ
バ
蔵
縁
ト
云
ケ
リ
。
其
ノ
僧
、
年
来
、

　
　
地
蔵
菩
薩
二
仕
テ
、
日
夜
籍
森
二
念
ジ
奉
テ
、
更
二
他
ノ
勤
メ
元
カ

　
　
リ
ケ
リ
。
一
中
略
一
而
ル
問
、
蔵
縁
、
常
ノ
言
二
人
二
向
テ
語
テ
云
ク
、

　
　
「
我
レ
、
必
ズ
、
月
ノ
ニ
十
四
日
ヲ
以
テ
極
楽
往
生
ス
ベ
シ
」
ト
。

　
　
（
中
略
）
誠
二
、
言
二
違
ハ
ズ
、
月
ノ
ニ
十
四
日
二
仏
ノ
御
前
ニ
シ

　
　
テ
、
端
坐
シ
テ
死
タ
レ
バ
、
疑
ヒ
元
キ
往
生
也
ト
ナ
ム
人
云
ヒ
ケ
リ
。

　
こ
れ
ら
の
話
か
ら
第
一
話
に
お
い
て
主
人
公
が
望
む
「
引
接
」
と
は
「
西

方
浄
土
へ
の
導
き
」
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。

　
　
今
ハ
昔
、
西
ノ
京
ノ
辺
二
住
ム
僧
有
ケ
リ
、
道
心
有
ケ
レ
バ
、
懇
二

　
　
仏
ノ
道
ヲ
行
ヒ
ケ
リ
。
其
ノ
中
ニ
モ
、
年
来
、
殊
二
地
蔵
菩
薩
二
仕

　
　
テ
、
願
ヒ
思
ヒ
ケ
ル
様
、
「
我
レ
、
此
ノ
身
乍
ラ
生
身
ノ
地
蔵
二
値

　
　
遇
シ
奉
テ
、
必
ズ
引
接
ヲ
蒙
ラ
ム
」
ト
。

　
要
す
る
に
、
第
一
・
十
六
一
二
十
九
・
三
十
話
に
お
い
て
「
専
ら
に
念

ぜ
ら
れ
る
」
地
蔵
は
西
方
浄
土
へ
の
媒
介
者
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
主
人

公
は
現
世
で
は
地
蔵
菩
薩
を
供
養
し
て
い
た
が
、
後
世
の
事
は
阿
弥
陀
仏

に
委
ね
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
今
昔
巻
十
七
に
お
け
る
「
地
蔵
菩
薩
を
専
ら
に
念
ず
る
」
話
を

考
え
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
こ
札
ら
の
話
に
お
い
て
地
蔵
菩
薩
は
一
一
）

地
獄
か
ら
の
救
済
・
延
命
等
現
世
利
益
を
行
い
、
人
々
を
仏
法
へ
導
く
、

言
わ
ば
「
仏
法
へ
の
媒
介
者
」
、
な
い
し
一
二
）
阿
弥
陀
仏
の
い
る
西
方

浄
土
へ
人
々
を
導
く
、
言
わ
ば
「
阿
弥
陀
仏
へ
の
媒
介
者
」
、
と
し
て
信

仰
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

三
　
霊
験
記
に
お
け
る
「
地
蔵
専
修
」

　
前
述
の
ご
と
く
続
群
書
類
従
に
現
在
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
地
蔵
菩
薩
霊

験
記
は
後
世
の
改
編
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
以
下
、
史
料
的
な

問
題
を
踏
ま
え
つ
つ
、
霊
験
記
の
中
に
見
ら
れ
る
「
地
蔵
専
修
」
を
考
え

た
い
。
霊
験
記
の
中
に
、
「
地
蔵
を
専
ら
に
念
ず
る
」
と
い
っ
た
表
現
が

あ
る
の
は
巻
上
第
五
・
六
話
巻
中
第
十
三
話
の
三
話
で
あ
る
。

　
家
永
氏
が
純
一
専
修
た
る
地
蔵
信
仰
の
論
拠
と
し
て
い
る
の
は
、
巻
上

第
五
話
で
あ
る
。
家
永
氏
は
こ
の
話
の
「
唄
圭
心
雑
言
等
ノ
中
ニ
モ
地
蔵
ノ

名
号
ヲ
相
交
ヘ
テ
唱
へ
奉
ル
コ
ト
凡
ソ
止
マ
ラ
ズ
。
一
中
略
一
一
向
専
修

ノ
行
人
ナ
リ
。
」
と
い
う
記
述
か
ら
平
安
時
代
に
純
一
専
修
な
る
地
蔵
信
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｛
1
5
）

仰
が
成
立
し
て
い
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
、
最
終
的
に
主
人

公
が
西
方
浄
土
へ
往
生
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
　
遂
二
正
念
二
住
シ
テ
眠
終
リ
ケ
ル
ガ
如
シ
。
異
香
室
二
満
チ
端
雲
屋

　
　
ヲ
覆
ケ
ム
ト
ナ
ン
。
往
生
浄
土
ノ
引
導
疑
ヒ
無
キ
ナ
リ
。

　
こ
れ
に
対
し
、
巻
上
第
六
話
・
巻
中
第
十
三
話
は
地
蔵
菩
薩
に
よ
っ
て

後
生
善
所
へ
引
導
さ
れ
た
話
で
あ
る
。
一
具
体
的
に
ど
こ
に
引
導
さ
れ
た

か
は
明
確
で
は
な
い
。
）

　
　
一
向
地
蔵
尊
二
販
伏
（
1
依
か
）
シ
テ
未
来
ノ
善
果
引
導
ヲ
ゾ
慕

　
　
ヒ
ケ
ル
ホ
ド
ニ
法
界
二
流
浪
シ
ケ
ル
ガ
。
（
中
略
一
世
出
ノ
求
願
如

　
　
意
天
年
ヲ
終
ラ
レ
ケ
ル
ト
ナ
ン
。
一
巻
上
第
六
話
一

　
　
一
向
二
地
蔵
ヲ
念
ジ
ケ
ル
。
（
中
略
）
今
世
後
世
能
ク
引
導
ス
。
ア

　
　
リ
ガ
タ
キ
悲
願
ナ
リ
。
一
巻
中
第
十
三
話
）

　
但
し
、
こ
の
巻
上
第
六
話
は
後
世
に
付
加
さ
れ
た
可
能
性
が
強
く
、
少

な
く
と
も
、
後
世
の
改
編
を
お
お
い
に
受
け
て
い
る
と
も
思
わ
れ
る
。
と
、

い
う
の
も
話
の
中
に
「
況
亦
十
王
経
ノ
中
二
極
悪
ノ
海
ハ
無
能
渡
導
者
乗

地
蔵
ノ
願
船
心
定
メ
到
彼
岸
ト
云
々
」
と
霊
験
記
成
立
以
降
に
日
本
で
偽

　
　
　
＾
1
6
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
7
〕

撰
さ
れ
た
「
仏
説
地
蔵
菩
薩
発
心
因
縁
十
王
経
」
の
引
用
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
従
っ
て
、
巻
上
第
六
話
に
つ
い
て
は
と
り
あ
え
ず
平
安
時
代
の
地

蔵
専
修
の
分
析
か
ら
除
外
し
た
い
。

　
そ
こ
で
霊
験
記
に
お
け
る
地
蔵
専
修
の
話
を
ま
と
め
る
と
、
「
専
ら
に

念
ぜ
ら
れ
る
」
地
蔵
菩
薩
の
功
徳
は
人
々
を
死
後
、
西
方
浄
土
等
「
善
所
」

へ
と
導
く
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
以
上
、
今
昔
巻
十
七
及
び
現
存
す
る
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
の
地
蔵
専
修
の

話
を
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
考
察
を
ま
と
め
る
と
、
「
専
ら
に
念
ぜ
ら
れ
る
」

地
蔵
菩
薩
は
、
一
一
）
地
獄
か
ら
の
救
済
・
延
命
等
現
世
利
益
を
行
い
、
人
々

を
仏
法
へ
導
く
、
言
わ
ば
「
仏
法
へ
の
媒
介
者
」
、
な
い
し
（
二
）
人
々

を
死
後
、
西
方
浄
土
等
「
善
所
」
へ
と
導
く
、
言
わ
ば
「
後
生
善
所
へ
の

媒
介
者
」
な
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
現
世
に
お
い
て
地
蔵
を
専
ら
に
供

養
す
る
人
で
あ
っ
て
も
後
世
の
事
は
阿
弥
陀
仏
に
委
ね
る
こ
と
も
、
あ
り

え
た
の
で
あ
る
。

四
　
法
然
の
阿
弥
陀
專
修
思
想

　
こ
れ
に
対
し
、
法
然
の
阿
弥
陀
専
修
思
想
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

法
然
の
思
想
の
特
色
は
、
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
唱
え
れ
ば
よ
し
と
す
る
阿

弥
陀
専
修
思
想
に
あ
る
。
法
然
の
教
学
を
体
系
的
に
述
べ
た
「
選
択
本
願

念
仏
集
」
一
以
下
、
「
選
択
集
」
と
略
）
の
中
で
、
略
選
択
と
呼
ば
れ
、
法

然
の
思
想
の
真
髄
が
表
れ
て
い
る
箇
所
を
試
み
に
引
用
す
る
。

　
　
そ
れ
速
や
か
に
生
死
を
離
れ
む
と
欲
は
ば
、
二
種
の
勝
法
の
中
に
、

　
　
し
ば
ら
く
聖
道
門
を
閤
い
て
、
浄
土
門
に
選
入
す
べ
し
。
浄
土
門
に

　
　
入
ら
む
と
欲
は
ば
、
正
雑
二
行
の
中
に
、
し
ば
ら
く
も
ろ
も
ろ
の
雑

　
　
行
を
勉
て
て
、
選
じ
て
ま
さ
に
正
行
に
帰
す
べ
し
。
正
行
を
脩
せ
む

　
　
と
欲
は
ば
、
正
助
二
業
の
中
に
、
な
ほ
し
助
業
を
傍
ら
に
し
て
、
選

　
　
じ
て
ま
さ
に
正
定
を
専
ら
に
す
べ
し
。
正
定
の
業
と
は
即
ち
こ
れ
仏

　
　
名
を
称
す
る
な
り
。
み
名
を
称
す
れ
ば
、
必
ず
生
ず
る
こ
と
を
得
。

　
　
仏
の
本
願
に
よ
る
が
故
な
り
。
一
日
本
思
想
大
系
本
一
五
八
頁
）
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一
＊
一
若
干
、
語
句
の
解
説
を
行
う
。
こ
の
場
合
の
「
正
行
」
と
は
、

　
　
多
く
の
往
生
の
行
の
う
ち
、
阿
弥
陀
仏
に
直
接
関
す
る
五
種
の
行
を

　
　
指
し
、
「
雑
行
」
と
は
正
行
以
外
の
往
生
の
行
を
指
し
て
い
る
。
「
正

　
　
行
」
の
内
、
「
称
名
正
行
」
を
「
正
定
の
業
」
と
し
、
そ
れ
以
外
の

　
　
四
種
を
「
正
定
の
業
」
を
助
成
す
る
「
助
業
」
と
す
る
の
で
あ
る
。

即
ち
、
法
然
は
往
生
浄
土
の
行
は
阿
弥
陀
仏
の
名
を
唱
え
る
こ
と
の
み
で

あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
阿
弥
陀
専
修
思
想
は
、
阿
弥
陀

仏
の
本
願
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
、
①
念
仏
が
劣
機
の

衆
生
に
適
し
て
い
る
と
い
う
念
仏
易
行
説
、
②
阿
弥
陀
仏
の
名
号
が
全
て

を
包
活
す
る
と
い
う
念
仏
勝
行
説
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
　
問
う
て
日
く
、
普
く
諸
願
に
約
し
て
、
麓
悪
を
選
捨
て
し
善
妙
を
選

　
　
取
す
る
こ
と
、
そ
の
理
し
か
る
べ
し
。
何
が
故
ぞ
、
第
十
八
の
願
に
、

　
　
一
切
の
諸
行
を
選
取
し
て
、
た
だ
偏
に
念
仏
一
行
を
選
取
し
て
、
往

　
　
生
の
本
願
と
す
る
や
。
答
へ
て
日
く
、
聖
意
測
り
難
し
、
た
や
す
く

　
　
解
す
る
こ
と
あ
た
わ
ず
。
し
か
り
と
い
へ
ど
も
、
今
試
み
に
二
の
義

　
　
を
も
つ
て
こ
れ
を
解
せ
ば
、
一
は
勝
劣
の
義
、
二
は
難
易
の
義
な
り
。

　
　
ゆ
ゑ
い
か
ん
と
な
ら
ば
、
名
号
は
こ
れ
万
徳
の
帰
す
る
所
な
り
。
し

　
　
か
れ
ば
則
ち
、
弥
陀
一
仏
の
所
有
の
四
智
・
三
身
・
十
力
・
四
無
畏

　
　
等
の
一
切
の
内
証
の
功
徳
、
相
好
・
光
明
・
説
法
・
利
生
等
の
一
切

　
　
の
外
用
の
功
徳
、
皆
こ
と
ご
と
く
阿
弥
陀
仏
の
名
号
の
中
に
摂
在
せ

　
　
り
、
故
に
名
号
の
功
徳
、
最
も
勝
と
す
る
な
り
。
余
行
は
し
か
ら
ず
。

　
　
お
の
お
の
一
隅
を
守
る
。
こ
こ
を
も
っ
て
劣
と
す
る
な
り
。
（
中
略
）

　
　
し
か
れ
ば
即
ち
仏
の
名
号
の
功
徳
は
、
余
の
一
切
の
功
徳
に
勝
れ
た

　
　
り
。
故
に
劣
を
捨
て
勝
を
取
つ
て
、
も
つ
て
本
願
と
し
た
ま
ふ
か
。

　
　
次
に
難
易
の
義
は
、
念
仏
は
修
し
易
し
、
諸
行
は
修
し
難
し
。
一
中
略
）

　
　
念
仏
は
易
き
が
故
に
一
切
に
通
ず
。
諸
行
は
難
き
故
に
諸
機
に
通
に

　
　
せ
ず
。
一
中
略
一
ま
さ
に
知
る
べ
し
。
上
の
諸
行
等
を
も
っ
て
本
願

　
　
と
せ
ば
、
往
生
を
得
る
者
は
少
な
く
、
往
生
せ
ざ
る
者
は
多
か
ら
む
。

　
　
し
か
れ
ば
即
ち
、
弥
陀
如
来
、
法
蔵
比
丘
の
昔
、
平
等
の
慈
悲
に
催

　
　
さ
れ
て
、
普
く
一
切
を
摂
せ
む
が
た
め
に
、
造
像
起
塔
等
の
諸
行
を

　
　
も
っ
て
、
往
生
の
本
願
と
し
た
ま
は
ず
。
た
だ
称
名
念
仏
の
一
行
を

　
　
も
っ
て
、
そ
の
本
願
と
し
た
ま
へ
る
な
り
。
一
「
選
択
集
」
同
一
〇
五

　
　
～
一
〇
六
頁
一

こ
の
優
れ
た
念
仏
を
行
え
ば
、
十
人
中
十
人
中
が
必
ず
往
生
で
き
る
の
で

あ
る
。

　
　
往
生
礼
讃
に
云
く
、
「
も
し
よ
く
上
の
如
く
念
々
相
続
し
て
、
畢
命

　
　
を
期
と
す
る
者
は
、
十
は
即
ち
十
な
が
ら
生
じ
、
百
は
即
ち
百
な
が

　
　
ら
生
ず
。
（
後
略
）
」
（
「
選
択
集
」
・
同
九
九
頁
～
百
頁
）

念
仏
勝
行
説
を
補
足
す
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
唱
え
る
こ
と
は
称
名

以
外
の
全
て
の
諸
行
を
包
括
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
念
仏
は
そ

れ
自
体
で
完
全
な
も
の
で
あ
り
、
何
か
に
よ
っ
て
補
足
・
補
助
す
る
必
要

は
な
い
。

　
　
本
願
の
念
仏
に
は
、
ひ
と
り
だ
ち
を
せ
さ
せ
て
助
を
さ
さ
ぬ
也
。
助

　
　
さ
す
程
の
人
は
、
極
楽
の
辺
地
に
む
ま
る
。
す
け
と
申
す
は
、
智
慧

　
　
を
も
助
に
さ
し
、
持
戒
を
も
す
け
に
さ
し
、
道
心
を
も
助
に
さ
し
、

　
　
慈
悲
を
す
け
に
さ
す
也
。
そ
れ
に
善
人
は
善
人
な
か
ら
念
仏
し
、
悪

　
　
人
は
悪
人
な
か
ら
念
仏
し
て
、
た
だ
む
ま
れ
つ
き
の
ま
ま
に
て
念
仏

　
　
す
る
人
を
、
念
仏
に
す
け
さ
さ
ぬ
と
は
申
す
也
。
一
「
禅
勝
房
伝
説
の

85



　
　
詞
L
『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
四
六
二
頁
）

衆
生
が
称
名
念
仏
以
外
の
行
を
積
極
的
に
付
加
す
る
こ
と
は
、
許
さ
れ
る

こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
れ
は
念
仏
が
完
全
な

行
で
あ
る
こ
と
を
疑
う
こ
と
で
あ
り
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
疑
う
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
一
㎎
一

あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
つ
み
つ
く
り
た
る
人
た
に
往
生
す
れ
は
、
ま
し
て
巧
徳
な
れ
は
法
華

　
　
経
な
ん
と
を
よ
ま
ん
は
、
何
か
く
る
し
か
る
へ
き
と
な
ん
と
申
す
人

　
　
も
あ
り
。
そ
れ
ら
は
む
け
に
き
た
な
き
事
也
。
往
生
を
た
す
け
は
こ

　
　
そ
い
み
し
か
ら
め
、
さ
ま
た
け
な
ら
ぬ
は
か
り
を
、
い
み
し
き
事
と

　
　
て
く
は
へ
お
こ
な
は
ん
事
は
、
な
に
か
は
詮
あ
る
へ
き
。
一
「
浄
土
宗

　
　
略
抄
」
同
六
〇
二
～
六
〇
三
頁
一

　
以
上
の
引
用
か
ら
分
か
る
通
り
、
法
然
は
念
仏
以
外
の
行
は
た
と
え
法

華
経
を
読
む
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
念
仏
を
助
け
る
以
上
の
意
義
を
与
え
て

い
な
い
。
法
然
は
あ
く
ま
で
念
仏
を
行
う
こ
と
を
助
け
る
行
で
あ
る
、
と

い
う
条
件
で
諸
行
を
念
仏
の
助
業
と
し
て
認
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
か
の
ほ
と
け
の
願
に
順
す
る
か
ゆ
え
に
と
い
ひ
て
、
念
仏
を
も
て
ま

　
　
さ
し
く
さ
た
め
た
る
往
生
の
業
に
た
て
て
、
も
し
礼
諦
等
に
よ
る
を

　
　
は
、
な
つ
け
て
助
業
と
す
と
い
ひ
て
、
念
仏
の
ほ
か
に
阿
弥
陀
仏
を

　
　
礼
し
、
も
し
は
三
部
経
を
よ
み
、
も
し
は
極
楽
の
あ
り
さ
ま
を
観
す

　
　
る
も
、
讃
嘆
供
養
し
た
て
ま
つ
る
事
も
、
み
な
称
名
念
仏
を
た
す
け

　
　
ん
か
た
め
な
り
。
一
「
浄
土
宗
略
抄
」
同
六
〇
一
頁
）

　
　
弥
陀
仏
ノ
本
願
二
乗
シ
、
決
定
往
生
ノ
信
ヲ
ト
ル
ウ
エ
ニ
ハ
、
他
ノ

　
　
善
根
二
結
縁
シ
助
成
セ
ム
事
、
マ
タ
ク
雑
行
ト
ナ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
ワ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
”
〕

　
　
カ
往
生
ノ
助
業
ト
ナ
ル
ヘ
キ
也
。
（
「
十
二
問
答
」
同
六
三
三
頁
一

法
然
は
こ
の
考
え
を
進
め
て
、
生
活
全
体
を
も
念
仏
を
助
け
る
行
と
し
て

念
仏
の
実
践
体
系
の
中
に
位
置
付
け
た
の
で
あ
る
。

　
　
現
世
を
す
ぐ
べ
き
様
は
、
念
仏
の
申
さ
れ
ん
様
に
す
ぐ
べ
し
。
念
仏

　
　
の
さ
ま
た
げ
に
な
り
ぬ
べ
く
は
、
な
に
な
り
と
も
よ
ろ
づ
を
い
と
ひ

　
　
す
て
て
、
こ
れ
を
と
ど
む
べ
し
。
い
は
く
、
ひ
じ
り
で
申
さ
れ
ず
ば
、

　
　
め
を
ま
う
け
て
申
す
べ
し
。
妻
を
ま
う
け
て
申
さ
れ
ず
ば
、
ひ
じ
り

　
　
に
て
申
す
べ
し
。
住
所
に
て
申
さ
れ
ず
ば
、
流
行
し
て
申
す
べ
し
。

　
　
流
行
し
て
申
さ
れ
ず
ば
、
家
に
ゐ
て
申
す
べ
し
。
自
力
の
衣
食
に
て

　
　
申
さ
れ
ば
、
他
人
に
た
す
け
ら
れ
て
申
す
べ
し
。
他
人
に
た
す
け
ら

　
　
れ
て
申
さ
れ
ず
ば
、
自
力
の
衣
食
に
て
申
す
べ
し
。
一
人
し
て
申
さ

　
　
れ
ず
ば
、
同
朋
と
と
も
に
申
す
べ
し
。
共
行
し
て
申
さ
れ
ず
ば
、
一

　
　
人
籠
居
し
て
申
す
べ
し
。
衣
食
住
の
三
は
、
念
仏
の
助
業
也
。
こ
れ

　
　
す
な
は
ち
自
身
安
穏
に
し
て
念
仏
往
生
を
と
げ
ん
が
た
め
に
は
、
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
0
）

　
　
事
も
み
な
念
仏
の
助
業
也
。
一
「
禅
勝
房
伝
説
の
詞
」
同
四
六
二
頁
～

　
　
四
六
三
頁
）

結
び

　
以
上
、
平
安
時
代
の
「
地
蔵
専
修
」
と
鎌
倉
時
代
の
法
然
の
「
阿
弥
陀

専
修
思
想
」
と
を
み
て
き
た
が
、
両
者
の
違
い
は
明
確
と
な
っ
た
と
思
う
。

　
平
安
時
代
の
地
蔵
専
修
に
お
け
る
地
蔵
菩
薩
は
①
地
獄
か
ら
の
救
済
・

延
命
等
の
現
世
利
益
に
よ
っ
て
人
々
を
仏
法
帰
依
へ
と
導
く
、
「
仏
法
へ

の
媒
介
者
」
、
な
い
し
②
人
々
を
死
後
、
西
方
浄
土
等
「
善
所
」
へ
導
く
、
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「
後
生
善
所
へ
の
媒
介
者
」
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
現
世
に
お
い
て
地
蔵

専
修
を
行
っ
て
い
た
人
が
後
世
の
事
は
阿
弥
陀
仏
に
委
ね
る
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
法
然
の
阿
弥
陀
専
修
思
想
で
は
、
ひ
た
す
ら
阿
弥
陀
仏

の
名
号
を
唱
え
、
阿
弥
陀
に
よ
る
西
方
浄
土
往
生
を
願
い
、
こ
の
事
を
あ

く
ま
で
助
け
る
行
と
し
て
生
活
全
体
を
も
念
仏
の
実
践
体
系
の
中
に
位
置

付
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
平
安
時
代
の
「
地
蔵
専
修
」
は
法
然
の
「
阿
弥
陀
専
修
思
想
」

と
は
外
見
上
、
類
似
性
を
有
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
「
専
修
の
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
1
一

徹
底
」
と
い
テ
点
で
平
安
的
な
雑
信
仰
に
留
ま
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

註

（
1
）
と
は
い
っ
て
も
、
井
上
氏
は
、
平
安
時
代
の
地
蔵
信
仰
は
鎌
倉
時
代

　
　
の
阿
弥
陀
専
修
と
異
な
り
、
複
合
的
信
仰
に
留
ま
る
、
と
し
て
い
る
。

一
2
）
厳
密
に
は
「
地
蔵
専
修
」
と
い
う
表
現
は
家
永
氏
・
井
上
氏
と
も
使
っ

　
　
て
は
い
な
い
。
こ
の
「
地
蔵
専
修
」
と
い
う
表
現
は
速
水
侑
氏
が
平

　
　
安
時
代
の
地
蔵
信
仰
を
ま
と
め
る
際
、
使
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
速

　
　
水
『
地
蔵
信
仰
』
塙
書
房
昭
和
五
十
年
）

一
3
）
巻
十
七
全
五
十
話
の
う
ち
、
地
蔵
に
関
す
る
話
は
第
一
話
か
ら
第
三

　
　
十
二
話
ま
で
。
今
昔
に
は
地
蔵
に
関
す
る
話
は
そ
の
他
、
巻
六
第
三

　
　
十
三
話
・
巻
十
三
第
十
五
話
が
あ
る
。

一
4
）
続
群
書
類
従
に
は
説
話
の
番
号
は
つ
い
て
い
な
い
が
、
便
宜
上
、
『
新

　
　
編
日
本
地
蔵
辞
典
』
一
村
田
書
店
　
平
成
元
年
）
に
お
い
て
奥
村
寛

　
　
純
氏
が
霊
験
記
に
付
し
た
説
話
の
番
号
を
参
考
に
し
た
。

一
5
一
真
鍋
広
済
「
「
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
」
に
就
い
て
L
一
古
典
文
庫
『
三
国

　
　
因
縁
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
（
一
一
昭
和
三
十
九
年
）

（
6
）
覚
禅
妙
に
は
「
一
人
持
香
呂
。
一
人
合
掌
相
。
一
人
持
宝
珠
。
一
人
．

　
　
持
錫
杖
。
一
人
持
花
菖
。
一
人
持
念
珠
。
其
中
香
呂
珠
。
」
一
大
日
本

　
　
仏
教
全
書
　
第
五
五
巻
四
三
頁
）
と
あ
り
、
現
存
霊
験
記
に
は
、
「
手

　
　
二
執
錫
杖
玉
フ
モ
ア
リ
。
或
ハ
香
臆
ヲ
持
シ
。
一
ハ
取
念
珠
テ
合
掌

　
　
シ
宝
珠
ヲ
持
シ
玉
フ
モ
ア
リ
キ
」
一
巻
中
第
十
二
話
）
と
あ
る
。

（
7
一
一
8
）
真
野
俊
和
『
日
本
遊
行
宗
教
論
』
一
吉
川
弘
文
館
平
成
三

　
　
年
）
　
二
二
五
頁

一
9
）
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
。

一
！
0
）
井
上
光
貞
『
日
本
浄
土
教
成
立
史
の
研
究
』
一
山
川
出
版
社
　
昭
和

　
　
五
十
年
一
二
四
三
頁

一
ー
ユ
）
今
昔
物
語
集
の
編
纂
意
図
は
い
ま
だ
定
説
が
な
い
が
、
今
昔
の
構
成

　
　
を
み
る
と
、
イ
ン
ド
・
中
国
・
日
杢
二
国
の
仏
教
史
の
編
纂
を
試
み

　
　
た
こ
と
は
、
間
違
い
な
か
ろ
う
。

一
1
2
）
一
1
3
）
地
蔵
本
願
経
の
「
発
願
す
ら
く
、
若
し
先
づ
罪
苦
を
度
し
て
、

　
　
是
を
し
て
安
楽
な
ら
し
め
菩
提
に
至
る
こ
と
を
得
し
め
ず
ん
ば
、
我

　
　
終
に
未
だ
成
仏
を
願
は
ず
」
を
指
す
の
か
、
明
確
で
は
な
い
。
（
大

　
　
正
蔵
第
十
三
巻
七
八
○
下
）

一
1
4
）
今
昔
巻
十
七
に
お
い
て
地
蔵
菩
薩
の
居
場
所
は
「
南
方
」
と
さ
れ
て

　
　
い
る
。
一
第
十
七
・
二
十
三
話
）
こ
の
事
は
地
蔵
十
輪
経
の
「
地
蔵

　
　
菩
薩
、
一
中
略
）
声
聞
像
を
現
じ
て
、
南
方
よ
り
来
り
仏
前
に
至
っ

　
　
て
住
す
。
」
一
大
正
蔵
第
十
三
巻
七
二
二
中
）
に
由
っ
て
い
る
。
経
典
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に
お
け
る
地
蔵
の
救
済
先
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
「
地
蔵
菩
薩
応
験
記
」

　
　
に
お
け
る
地
蔵
信
仰
と
そ
の
影
響
L
一
『
倫
理
学
』
第
九
号
　
平
成
三

　
　
年
）
に
若
干
の
考
察
が
あ
る
。

（
1
5
）
家
永
三
郎
『
中
世
仏
教
思
想
史
研
究
』
（
法
蔵
館
　
昭
和
二
十
二
年
一

　
　
四
二
頁
・
な
お
家
永
氏
は
「
巻
中
」
と
し
て
い
る
が
、
単
な
る
ミ
ス

　
　
と
思
わ
れ
る
。

（
1
6
一
仏
説
地
蔵
菩
薩
発
心
因
縁
十
王
経
が
日
本
偽
撰
と
す
る
こ
と
は
、
諸

　
　
先
学
の
一
致
し
て
い
る
こ
と
だ
が
、
成
立
時
期
は
諸
説
あ
る
心
が
、

　
　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
原
霊
験
記
以
降
の
成
立
で
あ
る
こ
と
は
諸
先
学
は

　
　
一
致
し
て
い
る
。
石
田
端
麿
『
民
衆
経
典
』
一
筑
摩
書
房
　
昭
和
六

　
　
十
一
年
）
・
真
鍋
広
済
『
地
蔵
菩
薩
の
研
究
』
（
三
密
堂
　
昭
和
三

　
　
十
五
年
）
・
速
水
侑
『
地
蔵
信
仰
』
（
塙
書
房
　
昭
和
五
十
年
）

（
1
7
一
『
国
訳
一
切
経
・
大
集
部
五
』
三
〇
九
頁

一
1
8
一
松
永
伍
一
・
林
淳
『
法
然
の
世
界
』
一
佼
成
出
版
社
　
平
成
三
年
一

　
　
六
七
頁

一
1
9
）
「
津
戸
の
三
郎
に
つ
か
は
す
御
返
事
」
に
お
い
て
も
同
様
に
、
仏
堂

　
　
建
立
等
雑
行
を
容
認
し
て
い
る
。
一
『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
五

　
　
〇
三
頁
～
五
〇
四
頁
）

（
2
0
）
「
選
択
集
」
を
そ
の
ま
ま
読
め
ば
、
助
業
と
は
、
阿
弥
陀
仏
に
直
接

　
　
関
係
す
る
五
種
の
行
の
う
ち
、
念
仏
以
外
の
行
で
あ
る
。
そ
れ
故
、

　
　
例
え
ば
「
衣
食
住
」
な
ど
は
元
来
「
助
業
」
で
は
な
い
。
従
っ
て
、

　
　
こ
の
場
合
の
「
助
業
」
は
念
仏
を
助
け
る
行
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

（
2
1
）
ω
で
も
触
れ
た
通
り
、
こ
の
見
解
は
井
上
氏
と
全
く
相
容
れ
な
い
、

　
　
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
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